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アルマディ４・６／組み立て方法
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2パーツを確認します

裾を固定します

ポール A・Bを接続します

本体を広げます 6 ポール C・Dをセットします

7 裾を調整します

吊り下げ式の内幕

ポールA／ 2本

（A：メイン前、B：メイン後、C：ひさし側面、D：ひさし前面）

ポール B／ 1本

ポールD／ 1本

プラペグ／ 16本

幕体と上記のパーツがセットされているか確認します。

ハンマー／ 1本 張綱／ 6本

ポール C／ 2本
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設営時のご注意
テントの破損は設営時と撤収時に多く発生します。完全に設営が完了した状態
で強度設計されています。風が吹いているときは作業を見合わせて、風が収まっ
てから設営・撤収をするようにしてください。

本体を広げる前に、内幕が取り付けられているか確認しておきます。外れている
場合は内幕を取り付けておきます。
テントを張る場所を選び本体を広げます。この時、内幕の出入り口のファスナー
を少し開けておきます。張る場所が決まったら、本体を広げます。

◆ポールはあらかじめ曲げ加工している部分とは別に、使用していくうちに緩やかに曲がりぐ       
　せがつくことがあります。これはポールの素材特性上の現象で、外部から力がかかるなどで極
　端に曲がってしまった場合や折れてしまった場合などを除き、使用上は差し支えありません。

◆この説明書はアルマディ６を利用して説明しています。
　アルマディ４とは大きさが違いますが、組み立て方は同じです。

テント裾部をプラペグで固定しているテープに付属のバックルを利用して張り
具合を調節します。　 
この時、テント全体のバランスを見て、側面のラインがきれいな直線になってい
ない場合や、生地にたるみが出ている場合などは、裾を固定しているプ ラペグを
再度打ち直して調整してください。

8 テントを補強します

ポールA・Bを接続し、ポールの末端を本体裾部テープのハトメに差し込んで固
定します。後面側のポールBは赤色の裾部テープのハトメに差し込み固定しま
す。ポールA・Bの末端が、それぞれテントの側面の左右になるように配置し、接
続します。

4 本体を吊り下げます

接続したポールA、ポールBに本体を吊り下げます。
本体に付属しているプラフックをポールに引っ掛け、すべて固定します。

テントの裾部を固定します。はじめに後面の出入り口裾部①を固定します。後面パネルの裾がピンと張るように引っ張りながら位置決めをしてプラペグ で固定しま
す。次に前面裾部②を同じように固定します。この時、前面側に引っ張り、全体の形を出すようにしながらプラペグで固定します。最後に側面の裾ラインがきれいに出
るように A－A、A'－A'、B－B、の裾部をプラペグで固定していきます。

テント６ヶ所に付属する張り綱固定用テープに張り綱を通して固定し、地面にプラペ
グを打ち込んで固定します。自在を利用してテントの張り具合を調整して完成です。

地面への固定の際は、全てのファスナーを閉めた状態で行ってください。また、テントの中心から外側に引っ張るように固定するとテント全体にきれ
いにテンションがかかります。

風雨に備えて、張り綱でしっかりと固定してください。
風雨の強い時や、張り綱を張っていてもテントが大きく歪んでしまうようなと
きなどには、速やかにテントを撤収して下さい。

アルマディは内幕を本体に吊り下げて使用するテントです。はじめにプラフックで吊り下げます。
次に裾部をバックルで固定します。
内幕は取り付けたまま設営・撤収ができ便利です。また、内幕を取り外して使用することもできます。　　（その場合は構造的に強度が落ちるため、風の強い時などはお勧めできません。）

ご注意
※撤収の際はよく乾燥させた状態で収納するようにして下さい。内幕とフライシートが一体化している構造上フライシートの内側に付着した水滴等にご注意ください。

ポールC・Dを接続し、両方の末端をハトメに差し込みます。
ポールCは下部のハトメに、ポールDは上部のハトメに接続します。　

次に、本体に付属しているプラフックをポールに引っ掛け固定します。


